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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアー式連発リボンガンであって本体、フロントカバー、シリンダー、トリガー、撃発
ユニット、回転ユニットを含み、
　前記本体が中空の殼体であり、
　前記フロントカバーが前記本体前端部に開閉可能に設置され、前記フロントカバーに前
記本体内部に連通された一つの射出口が貫通され、
　前記シリンダーが前記本体内部に回動可能に設置され、かつ前記フロントカバーの後方
に相隣し、前記シリンダーに複数のチャンバが環状に分布して形成され、各前記チャンバ
内部にリボンまたはカラーペーパーが充填され、各前記チャンバの前端開口が前記フロン
トカバーの後方に相隣し、いずれか一つの前記チャンバの前端開口が前記射出口の後方に
位置し、各前記チャンバの後端部に、空気を各前記チャンバに進入させてリボンまたはカ
ラーペーパーを押し出して前記射出口から外部に向かって噴射させる吸気口がそれぞれ開
設され、
　前記撃発ユニットは、空気を各前記チャンバに進入させて前記シリンダーを撃発させる
ものであって、前記本体内部において、前記シリンダーの後方に相隣して設置され、
　前記回転ユニットは、前記シリンダーを回動させるものであって、前記本体内部に設置
され、かつ前記シリンダーに連接され、
　前記トリガーが枢動可能に前記本体に枢着され、かつ前記トリガーが前記本体底部の外
部に延伸され、前記トリガーの後端部に前記撃発ユニットを駆動する駆動部が形成され、
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前記トリガーの側面に前記回転ユニットを駆動する柱体が突出して設けられ、
　前記撃発ユニットが、管体、ピストン、圧縮ばね、アーム、リンクバー、歯止め部材を
含み、前記管体が前記シリンダーの後端部に相隣し、前記管体の前端部に前記シリンダー
に相対する空気出口が形成され、前記ピストンが前記管体内に軸着され、前記圧縮ばねは
前記ピストンを前記シリンダーの方向に向けて付勢するものであって、前記ピストンの後
端部に設置され、前記アームの前端部が前記ピストンの後端部に可動的に連結され、前記
アームの後端部が前記リンクバーの前端部に枢着され、前記リンクバーの下端部と前記歯
止め部材が枢着され、前記歯止め部材が前記本体に枢着され、前記歯止め部材の尖部が前
記駆動部の末端の旋回区域に延伸され、かつ前記尖部が前記駆動部の上方空間に位置し、
前記駆動部が前記歯止め部材を押し動かして前記リンクバーを一方向に前記本体後端部の
方向に旋回させ、前記リンクバーと前記歯止め部材の間に設置されたねじりばねが前記歯
止め部材の位置回復弾力を提供し、前記回転ユニットが、往復棒、引張ばね、回動部材、
回転軸を含み、前記往復棒の一側に２つの突起柱が設けられ、前記本体の内側に規制溝が
形成され、各前記突起柱が前記規制溝に延伸され、前記往復棒に一端が前記本体の上端に
向き、他端が前記本体の下端に向いた細長い形状のガイド溝が穿設され、前記柱体が前記
ガイド溝に回動可能に係合し、前記トリガーの回転に伴って前記柱体が前記往復棒を駆動
して前記シリンダーの方向に向かって移動させ、前記往復棒の前端側面にプッシュ部が突
出した状態に設けられ、前記往復棒が往復動に伴って前記プッシュ部により周方向に前記
回動部材を動かして旋回させ、前記プッシュ部の前縁に第１斜面が形成され、前記プッシ
ュ部の後端部に第２斜面が形成され、前記引張ばねの前端部が前記往復棒の後端部に連結
されると共に、後端部が前記本体内側に連結されて前記往復棒を前記本体後端部の方向に
付勢し、前記回動部材が前記シリンダー後端部に設置され、前記回動部材の前端部が前記
回転軸に軸着され、前記回転軸が前記シリンダーに軸支され、前記回動部材が前記シリン
ダーを連動して旋回させ、前記回動部材の外周に突出した複数の第１ガイド部及び複数の
第２ガイド部が設けられ、各前記第１ガイド部は前記回動部材の前記シリンダーから遠い
一端に相隣し、各前記第２ガイド部は前記回動部材の前記シリンダーに近い一端に相隣し
、前記回動部材外周の相隣する２つの第１ガイド部の間に第１凹陥部がそれぞれ形成され
、前記回動部材外周の相隣する２つの第２ガイド部の間に第２凹陥部がそれぞれ形成され
、各前記第１ガイド部が各前記第２凹陥部にそれぞれ相対し、各前記第２ガイド部が各前
記第１凹陥部にそれぞれ相対するとともに、各前記第１ガイド部の一側に第１弧面が形成
され、第１弧面が各前記第１ガイド部と相対する各前記第２凹陥部の末端に隣接し、各前
記第２ガイド部の一側に第２弧面が形成され、第２弧面が各前記第２ガイド部と相対する
各前記第１凹陥部の末端に隣接し、前記プッシュ部が第１弧面及び第２弧面にガイドされ
て各前記第１凹陥部及び各前記第２凹陥部の間で往復摺動し、前記回動部材を旋回させ、
　前記トリガーを１回操作するごとに、前記トリガーが前記撃発ユニット及び回転ユニッ
トを駆動して、前記シリンダーの各チャンバ内のリボンまたはカラーペーパーを順に前記
射出口から噴射させる、
　ことを特徴とする、エアー式連発リボンガン。
【請求項２】
　前記歯止め部材の上縁に第１平面が形成され、前記リンクバーに前記第１平面上縁に当
接される第２平面が形成され、前記歯止め部材が第１平面及び第２平面を介して一方向に
前記リンクバーを動かして前記本体の後端部方向に旋回させることを特徴とする、請求項
１に記載のエアー式連発リボンガン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、お祝いや娯楽の場面でリボンまたはカラーペーパーを噴射する、エアー式連
発リボンガンに関する。
【背景技術】
【０００２】



(3) JP 6175011 B2 2017.8.2

10

20

30

40

50

　お祝いや娯楽の場面で、にぎやかな雰囲気を盛り上げるために、リボンやカラーペーパ
ーを充填したシリンダーを備えたリボンガンを利用してリボンやカラーペーパーを噴射す
ることがある。
　従来公知のリボンガンとしては、特許文献１、特許文献２及び特許文献３に記載のもの
が知られている。しかし、これら従来のリボンガンは１回の噴射が終わった後、シリンダ
ーを再び充填し直さなければもう一度噴射させることができない。一部のリボンガンには
１回の噴射が終わった後、手動でシリンダーを回転させると２回目の噴射を行うことがで
きるものもあるが、操作過程が比較的煩わしく、使用者があまり好まない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第６１２０３４６号明細書
【特許文献２】米国特許第５２５６１００号明細書
【特許文献３】米国特許第５２３９７６６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、連続発射ができるエアー式連発リボンガンを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のエアー式連発リボンガンは、本体、フロントカバー、シリンダー、トリガー、
撃発ユニット、回転ユニットを含み、前記本体が中空の殼体であり、前記フロントカバー
が前記本体前端部に開閉可能に設置され、前記フロントカバーに前記本体内部に連通され
た一つの射出口が貫通され、前記シリンダーが前記本体内部に回動可能に設置され、かつ
前記フロントカバーの後方に相隣し、前記シリンダーに複数のチャンバが環状に分布して
形成され、各前記チャンバ内部にリボンまたはカラーペーパーが充填され、各前記チャン
バの前端開口が前記フロントカバーの後方に相隣し、いずれか一つの前記チャンバの前端
開口が前記射出口の後方に位置し、各前記チャンバの後端部に、空気を各前記チャンバに
進入させてリボンまたはカラーペーパーを押し出して前記射出口から外部に向かって噴射
させる吸気口がそれぞれ開設され、前記撃発ユニットは、空気を各前記チャンバに進入さ
せて前記シリンダーを撃発させるものであって、前記本体内部において、前記シリンダー
の後方に相隣して設置され、前記回転ユニットは、前記シリンダーを回動させるものであ
って、前記本体内部に設置され、かつ前記シリンダーに連接され、前記トリガーが枢動可
能に前記本体に枢着され、かつ前記トリガーが前記本体底部の外部に延伸され、前記トリ
ガーの後端部に前記撃発ユニットを駆動する駆動部が形成され、前記トリガーの側面に前
記回転ユニットを駆動する柱体が突出して設けられ、前記撃発ユニットが、管体、ピスト
ン、圧縮ばね、アーム、リンクバー、歯止め部材を含み、前記管体が前記シリンダーの後
端部に相隣し、前記管体の前端部に前記シリンダーに相対する空気出口が形成され、前記
ピストンが前記管体内に軸着され、前記圧縮ばねは前記ピストンを前記シリンダーの方向
に向けて付勢するものであって、前記ピストンの後端部に設置され、前記アームの前端部
が前記ピストンの後端部に可動的に連結され、前記アームの後端部が前記リンクバーの前
端部に枢着され、前記リンクバーの下端部と前記歯止め部材が枢着され、前記歯止め部材
が前記本体に枢着され、前記歯止め部材の尖部が前記駆動部の末端の旋回区域に延伸され
、かつ前記尖部が前記駆動部の上方空間に位置し、前記駆動部が前記歯止め部材を押し動
かして前記リンクバーを一方向に前記本体後端部の方向に旋回させ、前記リンクバーと前
記歯止め部材の間に設置されたねじりばねが前記歯止め部材の位置回復弾力を提供し、前
記回転ユニットが、往復棒、引張ばね、回動部材、回転軸を含み、前記往復棒の一側に２
つの突起柱が設けられ、前記本体の内側に規制溝が形成され、各前記突起柱が前記規制溝
に延伸され、前記往復棒に一端が前記本体の上端に向き、他端が前記本体の下端に向いた
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細長い形状のガイド溝が穿設され、前記柱体が前記ガイド溝に回動可能に係合し、前記ト
リガーの回転に伴って前記柱体が前記往復棒を駆動して前記シリンダーの方向に向かって
移動させ、前記往復棒の前端側面にプッシュ部が突出した状態に設けられ、前記往復棒が
往復動に伴って前記プッシュ部により周方向に前記回動部材を動かして旋回させ、前記プ
ッシュ部の前縁に第１斜面が形成され、前記プッシュ部の後端部に第２斜面が形成され、
前記引張ばねの前端部が前記往復棒の後端部に連結されると共に、後端部が前記本体内側
に連結されて前記往復棒を前記本体後端部の方向に付勢し、前記回動部材が前記シリンダ
ー後端部に設置され、前記回動部材の前端部が前記回転軸に軸着され、前記回転軸が前記
シリンダーに軸支され、前記回動部材が前記シリンダーを連動して旋回させ、前記回動部
材の外周に突出した複数の第１ガイド部及び複数の第２ガイド部が設けられ、各前記第１
ガイド部は前記回動部材の前記シリンダーから遠い一端に相隣し、各前記第２ガイド部は
前記回動部材の前記シリンダーに近い一端に相隣し、前記回動部材外周の相隣する２つの
第１ガイド部の間に第１凹陥部がそれぞれ形成され、前記回動部材外周の相隣する２つの
第２ガイド部の間に第２凹陥部がそれぞれ形成され、各前記第１ガイド部が各前記第２凹
陥部にそれぞれ相対し、各前記第２ガイド部が各前記第１凹陥部にそれぞれ相対するとと
もに、各前記第１ガイド部の一側に第１弧面が形成され、第１弧面が各前記第１ガイド部
と相対する各前記第２凹陥部の末端に隣接し、各前記第２ガイド部の一側に第２弧面が形
成され、第２弧面が各前記第２ガイド部と相対する各前記第１凹陥部の末端に隣接し、前
記プッシュ部が第１弧面及び第２弧面にガイドされて各前記第１凹陥部及び各前記第２凹
陥部の間で往復摺動し、前記回動部材を旋回させ、前記トリガーを１回操作するごとに、
前記トリガーが前記撃発ユニット及び回転ユニットを駆動して、前記シリンダーの各チャ
ンバ内のリボンまたはカラーペーパーを順に前記射出口から噴射させる。
【０００６】
　この場合、前記歯止め部材の上縁に第１平面が形成され、前記リンクバーに前記第１平
面上縁に当接される第２平面が形成され、前記歯止め部材が第１平面及び第２平面を介し
て一方向に前記リンクバーを動かして前記本体の後端部方向に旋回させてもよい。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のエアー式連発リボンガンによれば、トリガーを引いて再び解放する動作を１回
実行すると、トリガーが同時に撃発ユニット及び回転ユニットを動かしてシリンダーに空
気を送り込み、リボンまたはカラーペーパーを噴射すると共に、シリンダーが回転するの
で、複数回連続してシリンダーよりリボンまたはカラーペーパーを噴射させることができ
る。また、連続してリボンまたはカラーペーパーを噴射させた後に、フロントカバーを開
けてシリンダーを交換することができ、使用上便利である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施例を示すエアー式連発リボンガンの斜視図である。
【図２】本発明の実施例を示すエアー式連発リボンガンの一部破断斜視図である。
【図３】本発明の実施例に係るシリンダーの正面から見た斜視図である。
【図４】本発明の実施例に係るシリンダーの背面から見た斜視図である。
【図５】本発明の実施例に係るトリガー及び撃発ユニットの右側面図である。
【図６】本発明の実施例に係る撃発ユニットのリンクバーと歯止め部材の分解斜視図であ
る。
【図７】本発明の実施例に係るトリガー及び回転ユニットの右側面図である。
【図８】図７の要部拡大図である。
【図９】本発明の実施例に係る往復棒の斜視図である。
【図１０】本発明の実施例に係る右側殼体の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。
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　図１と図２に示すように、本実施例のエアー式連発リボンガンは、本体１、フロントカ
バー２、シリンダー３、トリガー４、撃発ユニット５、回転ユニット６を含む。
　本体１は、右側殼体１１、左側殼体１２を閉じ合わせて構成される中空の殼体であり、
フロントカバー２が本体１の前端部に開閉可能に設置され、フロントカバー２に本体１内
部に連通された射出口２１が貫通される。
　シリンダー３は本体１内部に回動可能に設置され、かつフロントカバー２の後方に相隣
し、シリンダー３が本体１前端部を通過して本体１に対して着脱される。
【００１０】
　トリガー４は本体１に枢着され、かつトリガー４が本体１底部の外部に延伸される。ま
た、トリガー４の側面に枢軸４１が設置され、この枢軸４１が右側殼体１１及び左側殼体
１２に枢着される。これにより、使用者がトリガー４を引くと、トリガー４が枢軸４１を
中心として旋回する。
　撃発ユニット５は本体１内部にシリンダー３の後方に相隣して設置され、シリンダー３
を撃発させるために用いられる。
　回転ユニット６は本体１内部にシリンダー３に連接して設置され、シリンダー３を回動
させるために用いられる。
【００１１】
　図３と図４に示すように、シリンダー３の後端部中央に軸方向に沿って非円形の嵌入孔
３１が設けられる。嵌入孔３１は三角形、多辺形、または楕円形等その他円形ではない凹
陥槽に変化させてもよく、図４に示すものに限定されない。
　シリンダー３には複数のチャンバ３２が形成され、各チャンバ３２の内部にリボンまた
はカラーペーパー（図示しない）が充填される。また、各チャンバ３２はシリンダー３の
中心軸を中心として環状に分布され、各チャンバ３２の前端開口がフロントカバー２の後
方に相隣し（図２参照）、各チャンバ３２の後端部に、空気をチャンバ３２の通路に進入
させるための吸気口３３がそれぞれ開設される。これにより空気で各チャンバ３２内部の
リボンまたはカラーペーパーを各チャンバ３２の前端開口から押し出して射出口２１から
（図1参照）外部に向かって噴射させる。
【００１２】
　図２と図５に示すように、トリガー４の後端部には駆動部４２が形成され、トリガー４
は駆動部４２により撃発ユニット５を駆動する。撃発ユニット５は、管体５１、ピストン
５２、圧縮ばね５３、アーム５４、リンクバー５５、歯止め部材５６を含む。
　管体５１はシリンダー３の後端部に相隣し、管体５１の前端部にシリンダー３の後端部
に相対する空気出口５１２が形成される。
　ピストン５２は管体５１内に軸着され、ピストン５２の外縁に、ピストン５２と管体５
１内壁間の気密性を高めるための少なくとも１つの密封リング５２２が設置される。
　圧縮ばね５３はピストン５２の後端部に設置され、圧縮ばね５３の前端部がピストン５
２の後端部に相隣する。圧縮ばね５３の後端部は本体１の２つのストッパ部１３に相隣し
、圧縮ばね５３がピストン５２を弾性的に付勢してシリンダー３の方向に摺動させるため
に用いられる。
【００１３】
　アーム５４の前端部がピストン５２の後端部に可動的に連結され、アーム５４の後端部
がリンクバー５５の前端部に枢着される。図２、図５、図６に示すように、歯止め部材５
６は中軸５７により本体１に枢着されて位置決めされ、リンクバー５５の下端部と歯止め
部材５６が中軸５７により枢着される。
　歯止め部材５６は上面に第１平面５６２が形成され、歯止め部材５６の尖部５６４が駆
動部４２の末端の旋回区域に延伸され、かつ尖部５６４が駆動部４２の上縁空間に位置す
る。それによりトリガー４が旋回されると、駆動部４２が歯止め部材５６を押し動かして
中軸５７を中心として旋回させる。リンクバー５５には第１平面５６２の上縁に当接され
る第２平面５５２が形成され、旋回する歯止め部材５６がリンクバー５５を動かして、中
軸５７を中心として一方向に本体１の後端部方向に旋回させるように構成される。
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　リンクバー５５と歯止め部材５６間にはねじりばね５８が設置され、ねじりばね５８の
２つのばね脚部５８２がリンクバー５５と歯止め部材５６にそれぞれ当接され、歯止め部
材５６とリンクバー５５に対して旋回した後の位置回復弾力が提供される。
【００１４】
　図２及び図７に示すように、トリガー４の側面には柱体４３が突出して設けられる。柱
体４３は、回転ユニット６を駆動するために用いられ、かつ枢軸４１と本体１上縁の間に
位置する。
　回転ユニット６は往復棒６１、引張ばね６２、回動部材６３、回転軸６４を含む。
　往復棒６１の一側に２つの突起柱６１２が設けられ、右側殼体１１の内側に形成された
規制溝１１２（図１０参照）に各突起柱６１２が延伸される。往復棒６１には、一端が本
体１の上端に向き、他端が本体１の下端に向いた上下方向に細長い形状のガイド溝６１４
が穿設され、柱体４３がガイド溝６１４に回動可能に係合される。これにより、トリガー
４を後方に向かって引き旋回させると、トリガー４が柱体４３を介して往復棒６１を駆動
し、シリンダー３の方向に向かって移動させることができる。往復棒６１は前端側面にプ
ッシュ部６１６が突出した状態に設けられ（図９参照）、プッシュ部６１６の前縁に第１
斜面６１６２が形成され、プッシュ部６１６の後端部に第２斜面６１６４が形成される。
【００１５】
　引張ばね６２は、前端部が往復棒６１の後端部に連結され、後端部が本体１の後端部近
くの内側に連結される。これにより往復棒６１に牽引力を提供し、往復棒６１を本体１後
端部の方向に向かって付勢している。
　回動部材６３はシリンダー３の後端部に設置され、回動部材６３の前端部が回転軸６４
に軸着される。回転軸６４はシリンダー３の後端部の嵌入孔３１に係合されて（図４参照
）、回動部材６３が回転軸６４によりシリンダー３を連動して旋回させるように構成され
る。
【００１６】
　図８に示すように、回動部材６３の外周面には突出した複数の第１ガイド部６３２と複
数の第２ガイド部６３４が設けられる。第１ガイド部６３２及び第２ガイド部６３４の数
量はシリンダー３のリボンまたはカラーペーパー充填に用いるチャンバ３２の数量と同じ
とする。各第１ガイド部６３２は回動部材６３のシリンダー３から遠い一端に相隣し、各
第２ガイド部６３４は回動部材６３のシリンダー３に近い一端に相隣する。
　また、回動部材６３外周の相隣する２つの第１ガイド部６３２の間に第１凹陥部６３３
がそれぞれ形成され、回動部材６３外周の相隣する２つの第２ガイド部６３４の間に第２
凹陥部６３５がそれぞれ形成される。各第１ガイド部６３２が各第２凹陥部６３５にそれ
ぞれ相対し、各第２ガイド部６３４が各第１凹陥部６３３にそれぞれ相対する。
　各第１ガイド部６３２の一側に第１弧面６３２２が形成され、この第１弧面６３２２が
各第１ガイド部６３２と相対する各第２凹陥部６３５の末端に隣接する。各第２ガイド部
６３４の一側に第２弧面６３４２が形成され、第２弧面６３４２が各第２ガイド部６３４
と相対する各第１凹陥部６３３の末端に隣接する。これにより、プッシュ部６１６をガイ
ドして各第１凹陥部６３３及び各第２凹陥部６３５の間で往復摺動させ、往復棒６１がプ
ッシュ部６１６により相対的に周方向へ押され、回動部材６３を旋回させるように構成さ
れる。
【００１７】
　使用者がトリガー４を後方に引くと、トリガー４が枢軸４１を中心として図５及び図７
の反時計回り方向に旋回し、駆動部４２が尖部５６４に接触して、歯止め部材５６が中軸
５７を中心として時計回り方向に旋回する。第２平面５５２が第１平面５６２の上縁に当
接しているため、歯止め部材５６が時計回り方向に旋回されると、リンクバー５５が連動
して中軸５７を中心として本体１の後端部に向かって時計回り方向に同時に旋回され、さ
らにアーム５４がピストン５２を後方へと引っ張って移動させ、空気を吸引して管体５１
内部のピストン５２と空気出口５１２の間の空間に進入させ、同時に、ピストン５２が圧
縮ばね５３を圧縮する。
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【００１８】
　歯止め部材５６の時計回り方向への旋回に伴い、尖部５６４が駆動部４２の旋回区域を
離れると、駆動部４２と尖部５６４が相互に分離し、このとき、駆動部４２の歯止め部材
５６に対する作用力が解除され、圧縮ばね５３の復元力によりピストン５２が前方向に移
動し、管体５１内の空気が空気出口５１２に向かって押され、管体５１から流出して、シ
リンダー３後端部の空気出口５１２に相対する吸気口３３から吸気口３３に連通されたチ
ャンバ３２に進入する。これにより、チャンバ３２内部のリボンまたはカラーペーパーが
チャンバ３２及び射出口２１から押し出され、リボンガン前端部の外部へと噴射される。
さらに、ピストン５３の前方向への移動がアーム５４、リンクバー５５、歯止め部材５６
を連動して位置を回復させる。
【００１９】
　使用者がトリガー４を後方に向かって引くと、前述のように駆動部４２により歯止め部
材５６を動かして、撃発ユニット５を作動させ、シリンダー３を撃発させると共に、トリ
ガー４の反時計回りの旋回が同時に柱体４３を動かして往復棒６１を前方向へと移動させ
、引張ばね６２が引っ張られて変形する。使用者が撃発ユニット５でシリンダー３を撃発
させた後、トリガー４に対する牽引作用力を解除すると、引張ばね６２が弾力を提供して
往復棒６１を後方へ当初の位置まで移動させる。往復棒６１が後方へ移動すると、トリガ
ー４が枢軸４１を中心として時計回り方向に旋回され、当初の位置に復帰する。
【００２０】
　トリガー４が時計回り方向に旋回すると、駆動部４２が尖部５６４の上縁に接触して歯
止め部材５６が中軸５７を中心として反時計回り方向に旋回される。歯止め部材５６はリ
ンクバー５５に中軸５７により枢着されており、かつ歯止め部材５６はリンクバー５５を
一方向のみに駆動して本体１の後端部方向に向かって旋回させることができるだけである
ため、歯止め部材５６が反時計回り方向に旋回されたとき、リンクバー５５、アーム５４
、ピストン５２を動かすことはできず、歯止め部材５６はリンクバー５５に対して旋回さ
れ、歯止め部材５６がねじりばね５８をひねる。尖部５６４が歯止め部材５６の反時計回
り方向の旋回に伴い、駆動部４２の旋回区域を離れると、駆動部４２と尖部５６４が相互
に分離され、このとき、駆動部４２の歯止め部材５６に対する作用力が解除され、トリガ
ー４が当初の位置を回復し、ねじりばね５８が弾力を提供して歯止め部材５６を時計回り
方向に当初の位置まで旋回させる。
【００２１】
　使用者が前述のようにトリガー４を後方に引き、往復棒６１を前方に向かって移動させ
ると、プッシュ部６１６が第１凹陥部６３３から前方に向かって移動され、第１斜面６１
６２が第１凹陥部６３３に相対する第２ガイド部６３４に接触したとき、第１斜面６１６
２と第２ガイド部６３４一側の第２弧面６３４２相互間の相対した形状により、プッシュ
部６１６が第２弧面６３４２によりガイドされて第２凹陥部６３５に進入し、プッシュ部
６１６が第２弧面６３４２を周方向に押し、回動部材６３を旋回させる。
　回動部材６３が回転軸６４を介してシリンダー３を同時に旋回させ、シリンダー３後端
部の吸気口３３と管体５１の空気出口５１２が相対し、空気がシリンダー３のチャンバ３
２に進入して、チャンバ３２のリボンまたはカラーペーパーを前記射出口２１から外部に
向かって押し出し、噴射させることができる。
【００２２】
　使用者が撃発ユニット５でシリンダー３を撃発させた後、トリガー４に対する牽引作用
力を解除し、往復棒６１が後方に向かって移動されると、プッシュ部６１６が第２凹陥部
６３５から後方に向かって移動し、第２斜面６１６４が第２凹陥部６３５に相対する別の
第１ガイド部６３２に接触したとき、第２斜面６１６４と第１ガイド部６３２一側の第１
弧面６３２２相互間の形状により、プッシュ部６１６が第１弧面６３２２にガイドされて
別の第１凹陥部６３３に進入し、プッシュ部６１６が第１弧面６３２２を周方向に押し、
再度回動部材６３を旋回させる。回動部材６３が回転軸６４を介してシリンダー３を同時
に旋回させ、空気出口５１２をシリンダー３後端部の２つの相隣する吸気口３３の間の箇
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所に相対させる。
【００２３】
　使用者がトリガー４を引いてトリガー４を解放する動作を１回実行すると、トリガー４
が同時に撃発ユニット５及び回転ユニット６を動かすため、トリガー４を引いてから離す
動作以外、使用者は別途操作を必要とすることなく、シリンダー３に空気を送り込みリボ
ンまたはカラーペーパーを噴射すると共に、シリンダー３を回転させる動作が完了され、
使用者はトリガー４を引いて離す操作を複数回繰り返し行うことで、シリンダー３の各チ
ャンバ３２内のリボンまたはカラーペーパーを順に外部に向かって噴射させることができ
る。各チャンバ３２内のリボンまたはカラーペーパーをすべて外部に向かって噴射させた
後、フロントカバー２を開いてシリンダー３を交換すればよい。使用者はシリンダー３か
ら複数回リボンまたはカラーペーパーを噴射させた後、シリンダー３を交換することがで
きるため、使用上便利である。
【符号の説明】
【００２４】
　１　　　　本体
　１１　　　右側殼体
　１１２　　規制溝
　１２　　　左側殼体
　１３　　　ストッパ部
　２　　　　フロントカバー
　２１　　　射出口
　３　　　　シリンダー
　３１　　　嵌入孔
　３２　　　チャンバ
　３３　　　吸気口
　４　　　　トリガー
　４１　　　枢軸
　４２　　　駆動部
　４３　　　柱体
　５　　　　撃発ユニット
　５１　　　管体
　５１２　　空気出口
　５２　　　ピストン
　５２２　　密封リング
　５３　　　圧縮ばね
　５４　　　アーム
　５５　　　リンクバー
　５５２　　第２平面
　５６　　　歯止め部材
　５６２　　第１平面
　５６４　　尖部
　５７　　　中軸
　５８　　　ねじりばね
　５８２　　ばね脚部
　６　　　　回転ユニット
　６１　　　往復棒
　６１２　　突起柱
　６１４　　ガイド溝
　６１６　　プッシュ部
　６１６２　第１斜面
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　６１６４　第２斜面
　６２　　　引張ばね
　６３　　　回動部材
　６３２　　第１ガイド部
　６３２２　第１弧面
　６３３　　第１凹陥部
　６３４　　第２ガイド部
　６３４２　第２弧面
　６３５　　第２凹陥部
　６４　　　回転軸

【図１】 【図２】
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